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中国プロッタの邑
磁

衆
議
院
議
員
選

・
中
国
ブ
ロ
ツ
ク
比
例

¨

予
定
候
補
　
金
子
哲
夫
氏
の
決
意
　
　
¨

前
□
０
７
年
選
挙
を
国
政
選
挙
最
後

の
つ

¨

も
り
で
戦
っ
た
。

し
か
し
受
け
た
以
上
、

全

”

勅略
澤朋
濫ぽ
「決輪
碇護諄
硫
胸鵬
研樋判
¨

「
３

・
１
１
以
降
被
災
者
に
政
治
が
し
っ
か

”

却姉的確陶抑は抑義詢ぼ厳勤舶の使ぼ
一

て
い
る
。

ま
た
改
憲

の
動
き
な
ど
に
反
対
す

¨

銘
犯
勧
乾
Ｏ
Ｘ指
、
雇
用
・反
増
税
な
ど、　

一

議
席
の
展
望
は
き
び
し
い
が
、　

こ
れ
ま
で

¨

支
持
し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
応
え
る
責
務
を

”

観
側
玉
側
柳
ば

限
控
勧
濫
麟
附
虻
馳
Ⅸ
祢

く

一

金
県
党
の
絵
力
を
絹
纂
じ
て
…
…

衆
議
院
選
挙
を
戦
お
う
‥

９
月
９
日
、

社
民
党
中
国
ブ

ロ

ツ
ク
拡
大
幹
事
会
は
、

「
衆
議
院

選
挙
は
ブ

ロ
ツ
ク
は
比
例
区
の
み

で
金
子
哲
夫
氏
」

を
擁
立
し
て
戦

う
こ
と
を
決
定
。

党

の
全
国
レ
ベ

ル
で
の
決
定
要
請
に
比
較
し
て
諸

般

の
事
情
に
よ
り
少
し
は
遅
れ
ま

し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
、　

こ
の
決
定

は
野
国
内
閣

の

「
近
い
内
に
解
散
」

と
い
う
公
約
の
反
古
か
ら
比
べ
れ

ば
遅
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

最
近
の
民
主
党
内
閣
は
①
消
費

税
増
税
、

②
原
発
の
再
稼
働
、

③

原
発
ゼ

ロ
発
議
の
内
閣
決
定
の
見

送
り
、

④
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
、

⑤
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
な
ど
、

反
国
民
的

動
向
に
狂
奔
し
て
お
り
ま
す
。

ま

る
で
党
名
を
変
え
れ
ば
自
民
党
と

全
く
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
社
民
党
は
３
年
前
の
政

権
を
奪
取
し
た
時
の
三
党

（
社

・

屯 ‐喜学
的卜t       ャ

学浮琴
聾
|‐

9月9日、広島市 党中国ブロックの拡大幹事会 岡山からも3名が参加

ぜ険改消票クでは立の区衆
ひな憲費はにす政候投

｀
議
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｀
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利めど原記をは人名
｀
毎挙

にる
｀
発入擁中名

｀
J 比ヽは

全た政再 し立国はプ選例
｀

力め治稼ま しブ無□挙のJヽ
をにの働す

｀
口効 ツ区 2選°

も危や
°
投 ツVク

はつ挙

見鶏で有名なのは神戸の異人商館だ 々

社
民
党
岡
山
県
連
合

代
表
　
福
島
捷
美

民

・
国
）

合
意

の
政
策
を
思
い
起

こ
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
戦

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幸
い

に
も
県
内

の
多
く
の
労
働
組
合
は

「
反
野
田
政
権
」

に
燃
え
て
お
り
、

今
度

こ
そ
は
社
民
党
を
中
ｂ
と
す

る
政
権
を
樹
立
し
て
ほ
し
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

衆
議
院
議
員
選
挙

一
ロ
メ
モ

憲
法
を
活
か
す
生
活
者
に
や
さ
し
い

真
の
地
方
自
治
を
め
さ
し
て

岡
山
知
事
選
が

１
０
月
１
１
日

告
示
、

２
８
日
投
票
で
始
ま
る
。

石
井
県
政
４
期

の
あ
と
を
受
け
て

４
氏
が
争
う
見
込
み
。

社
民
党
は

今
回

の
知
事
選
に
当
た
っ
て
石
井

県
政
４
期

の
総
活
か
ら
こ
れ
か
ら

の
県
政

の
在
リ
カ
に

つ
い
て
議
論
、

知
事
選
に
の
ぞ
む
力
針
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
き
た
。

こ
の
中
で
出
さ
れ
た
主
な
点
を

あ
げ
る
と
、

パ
ブ

ル
後

の
付
け
を

背
負

っ
て
極
め
て
き
び

し
い
県
財

政

の
な
か
で
の
立

て
直
し
、

チ
ボ

リ
問
題
の
収
拾
に
努
力
さ
れ
た

こ

と
。

し
か
し
、

そ

の
施
策
が
行
政

改
革

の
名

の
も
と
に
県
職
員

の
人

員

・
給
与
削
減
に
、

党
県
連
合
は

関
係
団
体
と
十
分
な
議
論
と
合
意

を
求
め
る
申
入
れ
を
行
な
う
な
ど
、

多
く

の
課
題
も
あ
っ
た
と
い
え
る
＾

地
方
行
政
は
、

住
民
生
活
に
日

声
を
含
め
、

排
除
で
な
く
ど
れ
だ

け
民
意
を
活
か
す
か
、

民
間
経
営

者
感
覚
で
図
れ
な
い
課
題
は
多
い
Ａ

私
た
ち
社
民
党
は
、

今
回
の
知

事
選
に
あ
た
っ
て
①

「
憲
法
を
活

か
し
た
県
政
を
つ
く
る
」
②

「
働

く
人
た
ち
を
は
じ
め
、

子
ど
も
や

女
性

・
高
齢
者
の
生
活
の
安
ｂ
の

た
め
に
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い

県
政
を
追
求
す
る
」

を
指
針
に
し

て
、

県
民
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

予
定
候
補
者
に
は
、

改
憲
を
訴
え
、

ま
た
、

教
育
問
題

に
も
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
す
る
人

も
い
ま
す
が
、

い
つ
で
も
改
憲

・

教
育
へ
の
政
治
的
介
入
に
反
対
の

声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち

社
民
党
の
役
割
で
も
あ
る
。

今
知
事
選
で
は
、

各
予
定
候
補

と
の
政
策
議
論
の
場
は
な
く
、

常

任
幹
事
会
で
も
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
が
、

現
時
点
で
は

一
本
に
絞
る

こ
と
に
至
っ
て
い
な
い
。

以
上
か

ら
、

党
員
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と

と
し
た
。

（
幹
事
長
　
武
本
恒
夫
↓

当

面

す

る

活

動

１
０
月
８
日

組
織

・

０
月
１
０
日

（
水
）

１
８
時

「
新
報
」

読
者
会

月
１
９
日

（
金
）

１
８
時

之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会

月
２
７
日

（
土
）

１
１
時

「
故

・
水
日
稔
氏
旧
ぶ
会

岡
山
駅
前
ミ
ヨ
シ
ノ

月
１
０
日

（
土
）

１
４
時

政
治
学
習
会

講
師
　
金
子
哲
夫
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